
四

日

市

市

昭
和
三

議
4
h

臨

時

会

会

議

録

十
八
年
五
月
十
四
日

四

日

市

市

議

会

i 
！ 
↑ 

I 

＇ 
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0
出
席
誤
員
（
三
十
九
名
）

0
昭
和
三
十
八
年
五
月
士
皿
日
（
火
曜
日
）
午
後
二
時
四
分
開
会

詞

和

三

十

八

昨

四

日

市

市

諾

会

臨

時

会

議

事

速

記

録

鈴

木

愛

次

君

伊

藤

太

郎

君

志 喜

多

積・川野

政

君

前

辰

男

君
等

君

岩

田

久

雄

君

坪

井

妙

子

君

安

勇

君

野

垣 呂

藤

谷

幸

太

郎一

君

祐

君

錦

安

吉ー市

君

北

村

与

君

伊

藤

宗

君

酒

井

米

田

昌

君

好

兼

速

記

-I -



〇
脹
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
も
の

〇
欠
席
際
員
（
一
．
名
）

（
七
名
）

総

務

課

長
., ̀．̀ 

小

喜

君

総・収

務

部

長

林

林

義，義

1 

男男

君

-3-

入

役，役

l I l 

崎

祐

君

断～

庄

司，宮

良

君

助

役

力

君

市

長

平

．

田

佐

矩

君

中
1
,
 

島

忠

勝

君

渡

部

権

一太 — 

郎

増 山

山•↓太

英

君 i]

栄

君

味

岡

郎

君

訓

覇•ロ

也

男

君

谷

専

九

君

永

田

矛ll

r
p
 

白
1

君

橋服

詰

興

隆

君

部

昌

弘

君

笠 高

田橋

七

衛

君

山

中

伊忠

祐

君 君

早

JI I 

加

．
 藤

和定

君

男

’

君

山
し

本

郎

大

島

武

雄

須

藤

総

太

郎

試君君

伊

藤

泰

ーと

矢

田

繁

郎

君．君

荒

木

武

治

吾

君

日

比

義

平

君

野

崎

貞

芳

君

田

村

末

松

君

坂 宮

上崎

長

十

郎

＇

君

、:99.

春

吉

君
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第

諮
案
第
六
七
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
一
〇

選
挙
第
五
号

重
都
市
計
画
地
方
審
誤
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て

-S-

第
九

選
挙
第
四
号

選
挙
第
五
号

選
挙
第
一
号

会
期
の
決
定
に
つ
い
て
四
日
市
市
誤
会
議
長
選
挙
に
つ
い
て立

四
日
市
市
議
会
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
隈
会
常
任
委
員
会
委
員
釘
挙
に
つ
い
て

発
議
第
三
号

選
挙
第
三
号

選
挙
第
四
号

菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
誤
会
誤
員
選
挙
に
つ
い
て

第
八

四
日
市
市
外
三
ヶ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

第
七

臨
時
出
納
検
査
立
合
人
互
選
に
つ
い
て

第
六
第
五

選
挙
第
二
号

発
誤
第
二
号

第
四
第 第

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

第
0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

誤
席
の
決
定
に
つ
い
て

第

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第

誤
案
第
1

ハ
七
号

議
案
第
六
八
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
一
〇

重
都
市
計
画
地
方
審
談
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て

第
九

菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
隈
員
選
挙
に
つ
い
て

第
八

選
挙
第
三
号

四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
誤
会
巖
員
選
挙
に
つ
い
て

第
七

発
誤
第
三
号
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
互
選
に
つ
い
て

第
六

発
諮
第
二
号

四
日
市
市
誤
会
常
任
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て

第
五

選
挙
第
二
号
四
日
市
市
際
会
副
感
長
選
挙
に
つ
い
て

第

四

選

挙

第

一

号

四

日

市

市

議

会

隈

長

選

挙

に

つ

い

て

第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第

会
諮
録
器
名
諮
員
の
指
名
に
つ
い
て

第

議
席
の
決
定
に
つ
い
て

昭
和
三
十
八
年
五
月
十
四
日
（
火
耀
日
）
午
役
二
時
開
読

0
議

事

日

程

第

号

主

事

補

佐

藤

正

俊

君

主

享

坂

倉

紀

久

君

庶

マヤ
杓~

係

長

佐

藤

茂
』
君

議
，
事

係

長

J I I 

原

田

祐

君

事

0
市
餓
会
事
務
局
（
五
名
）

菊

会

務

局
・
長

計

課

長

JII 

地 口

英

也

君
3

苺

君

ーダー



0
事
務
局
長
（
菊
地
英
也
君
）

に
議
長
の
職
務
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
＇

出
席
議
員
中
、
高
橋
伊
祐
さ
ん
が
年
長
の
誤
員
で
あ
り
ま
す
の
で
、
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

[
臨
時
際
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

0
臨
時
議
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

た
だ
い
ま
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
高
橋
伊
祐
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
議
長
の
職
務
を
行
な
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
か
ら
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

0
臨
時
感
長
（
高
橋
伊
祐
）

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

0
臨
時
誤
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

・
日
程
第
一
、
誤
席
の
決
定
を
行
な
い
ま
す
。

誤
席
は
、
あ
ら
か
じ
め
御
抽
せ
ん
を
顧
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
誤
録
署
名
隈
員
は
、
酒
井
誤
員
と
伊
藤
宗
・
一
議
貝
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
儀
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
康
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

1
0
臨
時
談
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

〇
訓
覇
也
男
君

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
御
内
定
を
頴
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
る
こ
と
と
し
、

指
名
の
方
法
は
、
感
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
，
が
、
こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔

「

異

際

な

し

」

、

「

醗

長

々

々

」

、

「

発

言

し

て

お

ろ

じ

ゃ

な

い

か

」

と

呼

ぶ

も

の

あ

り

〕

．

0
臨
時
議
長
（
高
橋
伊
祐
君
）
指
名
推
せ
ん
に
御
異
誤
が
あ
る
の
で
す
か
。
．

い
や
。
若
輩
で
す
し
、
．
し
か
も
新
任
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
、
た
だ
、
い
ま
の
誤
長
の
提
案
に
反
対
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

4

思
い
ま
す
。

次
に
、

次
に
、

し
か
し
、

0
臨
時
謡
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

0
臨
時
誤
長
（
高
橋
伊
祐
）

0
臨
時
誤
長
（
高
橋
伊
祐
）

し
ま
す
。

第

．； ＇ 

一
言
要
望
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

一
般
選
挙
後
最
初
の
議
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
巖
長
が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
長
の
議
員
が
臨
時

お
手
元
に
配
布
の
感
事
日
程
表
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、

た
だ
い
ま
御
着
席
の
と
お
り
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
二
、
会
感
録
署
名
議
目
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
。

日
程
第
三
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

御
異
艤
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

I
I
 

次
に
、

日
程
第
四
、
選
挙
第
一
号
、

四
日
市
市
談
会
の
名
誉
と
、
そ
れ
か
ら
議
長
の
権
威
の
た
め
に
、

つ
い
こ
の
間
、
主
義
主
張
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
し
て
．
．
．
．
o

、

0
臨
時
議
長
（
高
橋
伊
祐
君
）
＇
ち
よ
っ
と
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

議
を
開
き
ま
す
。

四
日
市
市
隈
会
談
長
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

本
日
の
出
席
隈
員
数
は
、
三
十
九
名
で
あ
り
ま
す
。

誤
長
席
に
着
く
〕

議
案
第
六
八
号
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・・-7- -6-



〇
諮
長
（
山
本
一
l

一
郎
君
）

い
ま
し
た
。

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
る
こ
と
と
し
、
諮
長
に
：
・
・
（
「
発
言
さ
せ
ろ
、
発
言
を
：
•
•
発
言
を
求
め
て
い
る
な

ら
、
発
言
さ
せ
た
ら
よ
い
や
な
い
か
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
）
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
す
。

「
誤
事
進
行
」
と
呼
ぶ
、

〔
「
誤
長
々
々
、
発
言
を
許
し
て
お
い
て
、

る
も
の
あ
り
〕

い
ま
ど
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
す
か
」
、

そ
れ
で
は
、
重
ね
て
も
う
一
ぺ
ん
お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
指
名
推
せ
ん
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の

〔
「
異
隈
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

異
餓
な
し
の

．．．． 
（
「
発
言
を
許
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
）
声
が
あ
り
ま
す
の
で
・
・
・
・
（

0
臨
時
誤
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

と
呼
ぶ
も
の
あ
り
）
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

「
議
事
進
行
の

．．．． 
諮
長
横
暴
や
ぞ
」

゜

三
郎
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
（
拍
手
）

四
日
市
市
諮
会
隈
長
に
、
山
本

た
だ
い
ま
指
名
推
せ
ん
い
た
し
ま
し
た
山
本
三
郎
君
を
、
当
選
ん
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

山
本
三
郎
君
（
拍
手
）

（
「
議
長
々
々
、
発
言
で
す
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
）
よ
っ
て
、
山
本
三
郎

〇
隊
長
（
山
本
三
郎
）
一
言
、
お
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

て
、
感
激
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
私
、
．
無
為
無
能

改
選
後
の
光
栄
あ
る
四
日
市
市
誤
会
の
当
初
の
犠
長
に
御
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し

し
て
、
諮
会
の
運
営
と
市
政
の
進
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
す
覚
悟

の
も
の
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
皆
様
方
の
強
力
な
御
支
援
を
え
ま

で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
こ
ん
ご
と
も
皆
様
方
の
御
指
導
、
御
鞭
達
の
ほ
ど
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、

0
臨
時
議
長
（
高
権
伊
祐
君
）

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
瞭
務
を
終
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
御
協
力
、

（
拍
手
）

〔
臨
時
感
長
（
高
橋
伊
祐
君
）
退
席
、
感
長
（
山
本
三
郎
君
）
議
長
席
に
着
く
〕

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

次
に
、

日
程
第
五
、
選
挙
第
二
号
、

し
、
指
名
の
方
法
は
感
長
に
お
い
て
指
名
す

き
ま
し
て
は
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
る
こ
と
と

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ

る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
感
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
異
談
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

す
。
（
拍
手
）

四
日
市
市
謡
会
副
誤
長
に
、
錦
安
吉
君
を
指
名
い
た
し
ま

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
錦
安
吉
君
を
、
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
拍
手
）

〔
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）
諮
場
中
央
に
淮
む
〕

君
が
四
日
市
市
感
会
誤
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

0
臨
時
諮
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

四
日
市
市
議
会
副
議
長
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

〔
「
異
脹
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

（
拍
手
）

方
法
は
、

誤
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、

こ
れ
に
御
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
臨
時
感
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

0
臨
時
誤
長
（
高
橋
伊
祐
君
）

〇
訓
覇
也
男
君

訓
覇
議
員
、
．
訓
覇
議
員
。

（
続
）
＇
わ
れ
わ
れ
を
選
ん
だ
市
民
は
、

ち
ょ
っ
と
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

い
ま
、

わ
れ
わ
れ
が
い
か
に
活
動
す
る
か
、

そ
の
他
発
言
す

お
礼
の

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

か
た
ず
を
飲
ん
で
注
目
を
し
て

一？一
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坂

上

長

十

郎

訓

覇

也

男

産

業

貶

済

委

員

会

山

本

栄

中
'
9

島

忠

勝

武

雄

服

部

昌

弘

田

村

末

松

矢

田

繁

郎

坪

井

大

島

妙

子

伊

藤

．

太

郎

教

育

民

生

委

員

会

味

岡

郎

英

前高

川橋

． 

辰伊

男祐

増須

山藤
総，

太

郎

山

本

一郎

早

川

オt.

村”

与

市

伊

藤

宗

岩

田

総

務

委

員

会

記

四

日

市

市

議

会

誤

長

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て

発
議
第
二
号

じ
た
。
0
感
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
誤
な
し
と
隠
め
ま
す
。

．． 
r
’
1
1
,
1
'
,
1
1
1

「
'
,
＇
9
,
1
,
Tー

9
1
1
e
.
|ー

す。 0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

．
 

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

久

雄

和

1
1
1
9
9
~
,
1
~
,

＇

9
ー
．
＇
「

9
，
9
9
,
1

御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
錦
安
吉
君
が
四
日
市
市
議
会
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

そは
ん‘た
た今だ
く回い
で‘ま
き，こは
るの‘
よ不不
う肖肖
なのの
気も私
がのを
いを副
た副誤
し誤長
ま長・に
すに御
のし選
でて任
‘いい
従＇たた
来だだ
のきき
いまま
ろしし
いたて
ろ同‘
な僚ま
点議こ
を員と
省諸に
み公光
まの栄
し御に
て意存
‘向じ
ま‘ま
た御す
、ユ
・威 ゜
将図厚
来とく
のいお
議う，礼
会もを

運の申
営はし
等．‘上
をおげ
よおま
くよす
考．そ？
慮‘私

し
て
、
副
議
長
と
い
た
し
ま
し
て
全
力
を
あ
げ
て
最
善
を
尽
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
に
分
に
も
初
め
て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
幾
多
気
の
付
か
な
い
、
行
き
届
か
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
の
で
、
な
に
と
ぞ
皆
さ
ん
の
御
協
力
、
御
支
捩
を
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
存
ず
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、

日
程
第
六
、
発
感
第
二
号
、

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
陥
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

四
日
市
市
諜
会
常
任
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て
を
脹
題
と
い
た
し
ま

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
常
任
委
員
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
御
選
考
願
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
原
案
の
と
お
り
選
任
い
た

よ
っ
て
、
発
諮
第
二
号
は
、
原
案
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま

本
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
を
次
の
よ
う
に
選
任
し
よ
う
と
す
る
。

昭
和
三
十
八
年
五
月
十
四
日
提
出

（
拍
手
）

〇
副
誤
長
（
錦
安
吉
君
）

言
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

錦
誤
員
。〔

副
議
長
（
錦
安
吉
君
）
誤
場
中
央
に
進
む
〕

0
勝
長
（
山
本
三
郎
君
）

-II-
ー／0-



0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

の
三
君
が
、

次
に
、

日
程
第
九
、
選
挙
第
四
号
、

菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
誤
会
誤
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
誤
会
議
員
に
当
還
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

坪

井

妙

子

君

大

島

武

雄

君

山

本

栄

一

君

〔
「
異
誤
な
し
」

と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
三
君
を
、

当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
に

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

坪

井

妙

子

君

大

島

武

雄

君

山

本

栄

一

君

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
猥
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」

と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
3

選
挙
の
方
注
に
つ
き
ま
し
て
は
、

指
名
推
せ
ん
に
よ
る
こ
と
と
し
、

の
で
あ
り
ま
す
。

指
名
の
方
法
は
、

議
長
に
お
い
て
指
名

本
件
は
、

今
回
、

馬
嶋
温
知
君
、

錦
安
吉
君
、
高
権
伊
祐
君
が
辞
職
さ
れ
、

欠
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
補
充
す
る
た
め
の
も

い
ま
す
。

〇
語
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
、

日
程
第
八
、

選
挙
第
三
号
、

が
昭
和
三
十
八
年
度
臨
時
出
納
検
査
立
住
人
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

〇
感
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
該
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
三
君
を
、

〔
「
異
脹
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

岩

田

久

雄

君

四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
誤
会
誤
員
の
選
挙
を
行
な

味

岡

一

郎

君

．

増

山

英

臨
時
出
納
粒
査
立
合
人
に
、

以
上
、
三
名
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

岩

田

久

雄

君

味

岡

郎

君

培

山

英

一

君

0
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

次
に
、

日
程
第
七
、
発
駿
第
三
号
、
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
の
互
選
を
行
な
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
互
選
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
、
議
長
に
お
い
て
指
名

す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

〇
隊
長
（
山
本
一
二
郎
君
）

笠

田

七

衛

永

田

利

郎

喜

多

野

等

宮

崎

春

吉

日

比

義

平

荒

木

武

治

山

中

忠

加

藤

定

男

藤

谷

祐

建

設

委

員

会

野

呂

幸

太

郎

谷

口

専

九

渡

部

権

太

郎

安

垣

勇

志

積

政

野

崎

貞

芳

伊

藤

泰

＇ 

ふ

鈴

木

愛

次

橋

詰

興

隆

酒

井

昌

錦

安．

吉

君

ー／3-
ー／:2-



ま
す
．

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

，
 

本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
た
だ
い
ま
御
上
程
の
誤
案
は
、
地
方
自
治
法
第
百
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
誤
会
の
誤
員
の
中
か
ら
選
任

す
る
監
査
委
員
に
早
川
和
一
氏
を
煩
わ
し
た
い
と
存
じ
、
御
同
意
を
御
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
感
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

提
案
の
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
早
川
和
一
君
退
場
〕

の
六
君
が
、
三
重
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
日
程
第
十
一
、
誤
案
第
六
十
七
号
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
早
川
誤
員
の
一
身
上
に
関
す
る
案
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
同
君
の
退
場
を
求
め

〇
巖
長
（
山
本
三
郎
君
）

荒

木

御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。

武

治

君

加

藤

定

男

君

山

中

質
疑
を
省
略
し
、

忠

君

一s
 
ー

し

▼

ー

直
ち
に
採
決
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

永

田

利

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

加
藤

を
指
名
い
た
し
ま
す
。 定
男
、
君

喜

多

野

等

君

宮＇

崎

春

吉

君

L

●

 郎

君

．
 

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
六
君
を
、
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

山

中

忠

〇
感
長
（
山
本
三
郎
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

次
に
、

永

田

利

一

郎

君

寸

ー
ー
ー
，
，
＂

1

？
l
,
1
'
｀
ー
ロ
ー
，
’
ー

＇ 

,

1

,

＇

、

’

’

|

i

9

9

‘

＇ 

ー

宮

崎

春

吉

君

本
件
が
、
今
回
、
小
林
喜
夫
君
が
辞
職
さ
れ
、
欠
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
補
充
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
ろ
こ
’
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
、
誤
長
に
お
い
て
指
名
た/‘ 

す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕
＿

菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
に
訓
覇
也
男
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
訓
覇
也
男
君
を
、
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
が
＾
)

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

御
異
誤
な
し
と
隠
め
ま
す
。

日
程
第
十
、
選
挙
第
五
号
、
三
重
都
市
計
画
地
方
審
誤
会
委
員
の
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

本
件
は
、
都
市
計
画
審
誤
会
規
定
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
議
員
改
選
に
伴
い
、
今
回
新
た
に
選
挙
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
、
議
長
に
お
い
て
指
名

す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
一
二
郎
君
）

＇
・
三
重
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委
員
に

〇
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）

ま
し
た
．

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

よ
っ
て
、

君
’
 ~~,.,'

,_•1_"

'· 

．
 
ー

1

~,',' 

御
異
巖
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

喜

多

野

等

君

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

荒

木

．

武

治

君

，
 

＇り
d
,＂＇
j

i
ー
ニ
.
_
＇
，

l
「

'i息

よ
っ
て
、
訓
覇
也
男
君
が
菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
識
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま



え
い
た
し
ま
す
。

〔
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）
登
壇
〕

0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

0
会
計
課
長
（
川
口
磁
君
）

〔
会
計
課
長
（
川
口
3

品
君
）
登
壇
〕

令
、
、
こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

す
力
，
．

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
異
膜
な
し
と
黙
め
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
、
市
長
の
推
せ
ん
者
に
同
意
す
る
こ
と
に
御
異
感
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
感
長
（
山
本
一
＿
一
郎
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

御
異
語
な
し
と
認
め
ま
す
。

．
＇
〇
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
日
比
義
乎
君

よ
っ
て
、
誤
案
第
六
十
七
号
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

次
に
、
日
程
第
十
二
、
誤
案
第
六
十
八
号
、
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
議
案
第
六
十
八
号
の
講
入
契
約
締
結
案
は
、
市
土
木
直
営
工
事
に
使
用
す
る
ド
ー
ザ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を
契
約
金

額
五
百
万
円
で
市
内
六
呂
見
、
建
設
機
械
株
式
会
社
四
日
市
営
業
所
と
随
意
契
約
．
に
よ
り
講
入
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ち
な
み
に
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
が
、
こ
の
会
社
の
取
り
扱
い
ま
す
も
の
は
、

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
小
松
製
作
所
の
製
品
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
種
機
械
で
最
良
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
．
価
格

ま
、
比
較
的
割
安
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
本
楼
械
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
プ
ラ
ス
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に

＇ 理
事
者
は
考
え
て
お
ら
れ
る
か
、

小
松
製
作
所
の
製
品
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
の
御
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

ド
ー
ザ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
睛
入
に
つ
き
ま
し
て
、
価
格
は
ど
う
か
と
い
う
点
と
、
性
他
等
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
こ
れ
は
随
意
契
約
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
競
争
入
札
に
す
べ
き
よ
う
に
も
解
釈
さ
れ
る
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
競
争

入
札
と
申
し
ま
す
と
、
規
格
が
同
じ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
、
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
各
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機

械
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
大
き
さ
あ
る
い
は
性
能
が
遮
い
ま
す
の
で
、
随
意
契
約
に
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
当
初
の
見
積
り
は
五
百
二
十
万
国
で
見
積
書
が
き
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
予
算
が
五
百
二
十
万
円
し
か
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
再
見
積
り
を
し
ま
し
て
、
五
百
万
円
に
了
解
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
性
能
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
松
は
十
一
ト
ン
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
他
の
会
社
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
十
三
ト
ン

及
ぴ
九
ト
ン
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
土
木
課
の
要
望
に
よ
り
ま
し
て
十
一
ト
ン
の
も
の
が
適
当
だ
と
、
こ
う
い
わ
れ
ま
す
の
で
、
十
ー
ト

ン
の
小
松
製
作
所
に
契
約
さ
せ
て
も
ら
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
吉
す
C

第
三
点
の
、
こ
の
機
械
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
利
益
が
あ
る
か
、

こ
の
問
題
は
、
太
日
、
直
接
関
係
の
部
長
、
課
長
が
ま
い
つ
て
お
れ
ば
も
つ
と
具
体
的
に
申
し
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

点
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）

よ
ろ
し
く
御
審
誤
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

こ。t
 

ー
つ
に

と
い
う
お
尋
ね
に
お
答

F
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は
御
承
知
の
よ
う
に
こ
の
ド
ー
ザ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
性
能
か
ら
い
い
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
そ
れ
か
ら
シ
ョ
ペ
ル
と
は
兼
用

こ
ざ
い
ま
す
の
で
、
土
木
課
に
お
き
ま
す
と
こ
ろ
の
道
路
の
補
修
等
に
お
け
る
砂
利
の
採
取
、
そ
れ
の
散

で
き
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
．

布
を
直
営
的
に
や
つ
て
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
を
は
か
り
た
い
、
こ
れ
が
そ
の
第
一
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
‘

そ
れ
か
ら
第
二
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
農
道
あ
る
い
は
市
道
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
新
設
に
つ
き

ま
し
て
、
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
処
理
い
た
し
ま
す
と
き
に
は
、

道
路
の
局
部
改
良
あ
る
い
は
新
設
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
相
当
数
股
地
部
に
も
多
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
土
木
課
と
耕
地
課
と
が
併

い
ま
い
い
ま
し
た
よ
う
な
請
負
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
い
で
、
直
営
的
に
こ
れ
を
行
な
っ
て
、
本
年
度
の
市
長

の
方
針
で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
の
道
路
の
整
備
等
に
活
用
し
た
い
。

じ
て
、
現
在
建
設
中
の
南
部
消
掃
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
塵
芥
等
を
埋
め

は
、
洞
掃
関
係
等
に
お
き
ま
．

•
そ
れ
か
ら
い
ま
一
っ

は
そ
の
運
搬
、
そ
れ
か
ら
そ
の
あ
と
の
整
理
と

つ
て
処
押
し
て
お
る
、
そ
の
覆
士
関
係
が
土
の
採
取
あ
る
い

立
て
等
に
捨
て
る
こ
と
に
よ

に
よ
っ
て
非
常
に
能
率
的
で
あ
り
、

、
う
よ
う
な
各
点
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
が
購
入
し
所
用
す
る
こ
と

い
う
よ
う
な
の
に
使
っ
て
い
く
と
し

便
利
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ザ
あ
る
い
は
シ
ョ
ベ
ル
等
を
借
用
す
る

レ

ド

ー

ー

9
ノ

そ
れ
か
ら
、
現
在
ま
で
に
過
去
数
年
来
の
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
プ

‘
っ
た
こ
と
を
考
え
ま
し
て
、
私
ど
も
予
算
的
に
は
だ
い
た
い
こ
の

い
わ
ゆ
る
借
料
等
が
相
当
か
さ
ん
で
お
る
。
そ
う
し

使
用
料
等
だ
け
考
え
ま
し
て
も
、
三
年
な
い
し
四
年
で
は
こ
う
い
っ
た
状
況
の
も
の
が
償
却
さ
れ
て
い
く
の
で
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
判

．
．
．
断
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

.、

□
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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（
日
比
義
平
君
「
了
解
」
と
呼
ぶ
）

他
に
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ー
ー
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
誤
寮
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が

•
お
は
か
り
い
た
し
ま
す
．
本
案
に
つ
き
ま
し

、。

こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
カ

〔
「
異
勝
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

。
そ
れ
で
は
、
採
決
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
異
識
な
し
と
認
め
ま
す

本
案
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
隈
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

御
異
談
な
し
と
認
め
ま
す
。

前
川
誤
員

よ
っ
て
誤
案
第
六
十
八
号
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〔
「
諧
長
、
戦
事
運
営
に
つ
い
て
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
〕

〇
誤
長
C

山
本
三
郎
君
）

、

う

も

の

は

議

会

で

論

酸

を

取

わ

し

て

や

る

も

の

で

す

。

わ
れ
わ
れ
緑
員
と
い

ど
の
訓
覇
脹
貝
の
質
問
で
す
が
．

0
前

川

辰

男

君

先

ほ

う
こ
と
は
、
は
な
は
だ
姻
懺
だ
と
思
う
の
で
す
。
い
さ
さ
か
時
宜
を
失
し
た
感
が
あ
る
か

そ
の
誤
会
に
お
い
て
発
言
が
封
ぜ
ら
れ
た
と
い

令
、
、
誤
長
に
お
い
て
訓
罰
議
員
の
発
言
を
隠
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

も
知
れ
ま
せ
ん
カ

と
で
あ
れ
ば
、
由
々
し
き
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

も
し
本
会
誤
に
お
い
て
十
分
誤
員
の
発
言
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

の
他
の
会
誤
で
事
前
審
猥
が
行
な
わ
れ
、
本
会
惑
と
い
う
も
の
は
形
式
的
な

が
行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
自
然
全
員
協
誤
会
あ
る
い
は
そ

こ
の
点
御
考
闊
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

形
に
流
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
隊
長
に
お
い
て
十
分

誤
案
に
直
接
の
関
係
の
あ
る
場
合
は
発
言
を
服
め
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
発
言
が
で
き
な
い

〇
感
長
（
山
本
三
郎
君
）

そ
れ
は
、
よ
く
御
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
脹
長
．
（
山
本
三
郎
君
）

以
上
を
も
ち
ま
し
て
．
．
．
．
。

．
 
ー・f
―――

--F-ヒ

.0脹
長
（
山
本
三
郎
君
）

こ
と
に
よ
っ
て
、

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

•
、

•'. •m.,IE'P' 
.． 9. •.. 

．
 

.，
5

.

，
 

ij’,1,
＇酎

1
I

．． 
I.'  」

と
く
に
こ
れ
を
直
営
に
よ
っ
て
で
も
や
り
う
る
よ
う
な
、

ー

・

｀

‘

．

ヽ

・

ヽ

・

`
J
|
l

ー
ー

'
,
j
J

□
—
ー

1
|
j

ロ
ー
＇
r
口
，

,＇ 

l

,

 

..• 

．`＇・：

ー／クー

＇
ヽ

，
ト

~
1
,
d
_

し
⑭j
_
-
i
d
-
i
,
-
・
・
・
1

”~ 

9l~· 

I
l
l
/
~
1

，
ー

·
,
l
_

ー
~

い
わ
ゆ
る
‘

`' 

-Ig-. 



こ
れ
を
も
ち
会
際
を
閉
じ
、

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

署

名

誤

名

伊

藤

宗

名

誤

員

．

酒

井

昌

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基

本惑烏

r 
三r
郎祐

五
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

し
た
。

0
前
川
辰
男
君

0
艤
長
（
山
本
三
郎
君
）

直
接
関
係
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、

し
か
し
、

決
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
間
遮
い
だ
と
思
い
ま
す
。

0
前
川
辰
男
君

山，希

や
つ
ば
り
誤
員
が
話
さ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
先
に

き
よ
う
の
議
題
に
関
し
て
は
、
関
連
的
な
、
直
接
関
係
の
あ
る
質
問
と
い
う
も
の
は
、
私
は
な
い

ち
よ
っ
と
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
が
ね
。
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
、
と
い
う
こ
と
は
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
そ
こ
に

す
わ
っ
た
人
の
主
観
的
な
考
え
方
で
あ
っ
て
、
質
問
を
す
る
者
は
ど
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
は
ず
な
ん
で
す
。
強
い

て
訓
覇
議
員
が
求
め
な
け
れ
ば
よ
ろ
し
い
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
の
点
、
非
常
に
遣
恢
だ
と
思
う
の
で
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

譴
弓

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
以
上
を
も
ち
ま
し
て
：
・
・
（
「
誤
長
」
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
）
今
期
例
会
の
議
案
は
、
全
部
終
了
い
た
し
ま
'

午
後
二
時
三
十
四
分
閉
会
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